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　中央参集型の飼料イネ情報交換会と合わせて、平
成16年度から地域農業指導者と対話し、耕種と畜産
現場を訪問するアウトリーチ（出前）活動の１つとし
て「稲発酵粗飼料出前研修会」を始めました。中央
農業総合研究センター、作物研究所、各地域農業研
究センターの協力を得て、複数の農研機構研究職員
が出向き、事前に聴取した開催地の技術問題につい
て研修を行うものです。 

　平成16年５月から鳥取県、埼玉県、秋田県、栃木
県、徳島県、静岡県において、６回の研修会を実施
し、合計360余名の生産者、現地指導者の方々が参加
されました。研修内容は飼料イネ新品種、サイレー
ジ調製、栽培技術、乳牛・肉牛への給与技術から経
営まで幅広い内容で行っています。研修会と同時に
栽培・給与の現地視察を行い、耕種・畜産の生産者
との懇談、各県普及指導者ならびに開催地の地域農
研センター総合研究部と連携し、技術問題を解決し
ています。 
　これまでに実施した出前研修会を通して得られた
成果として、①農研機構研究職員が現地に出向くこ
とによって、県研究・普及機関等との連携が深ま
り、稲発酵粗飼料技術に関して、迅速かつ対話型の
問題解決ができる、②地域農業が求める研究展開方
向（ブラニチ研究、地域農業確立総合研究等）および
成果の普及方法の摘出、③農研機構研究職員が現場
に出向くことが待たれていることなどがあげられま
す。畜産現場でのバーン・ミーティングとともに、
水田でのフィールド・ミーティングを通して品種育
成から給与技術等の要望を聴くことは有意義であ
り、今後も現地からの研修要望に耳を傾けて、出前
研修の機会をできる限り作っていく予定です。 

（家畜生産管理部　吉田宣夫） 

稲発酵粗飼料出前研修会の活動 

飼料イネ利用のＴＭＲセンターで懇談（鳥取県） 

飼料イネ出前研修会（秋田市） 直播栽培ほ場の視察（横手市） 

　会議 
６／14　　　交付金プロジェクト「高品質な赤肉生産の

ための技術開発」事前推進評価会議 
　　　　　　　　　　　　　（会場：筑波　第１会議室） 
６／21　　　畜産草地研究所特別セミナー 
　　　　　　　　　　　　　　（会場：筑波　大会議室） 
６／28　　　セミナー「環境要因が性腺刺激ホルモン分

泌に対して影響する機構、特に神経内分泌
学的経路について」 

　　　　　　　　　　　　　　（会場：筑波　大会議室） 
７／12～13　平成16年度畜産環境保全研究課題検討会 
　　　　　　　　　　（会場：筑波事務所　展示会議室） 

７／13～14　平成16年度豚の新育種技術に関する研究会 
　　　　　　（第22回豚の閉鎖群育種試験に関する検討会） 
　　　　　　　　　　　　　　（会場：筑波　大会議室） 
７／30　　　家畜飼養標準等検討委員会第４回豚部会 
　　　　　　　　　　　　　（会場：筑波　第１会議室） 
８／11　　　平成16年度先端技術を活用した農林水産研

究高度化事業「動物質飼料に依存しない高
泌乳牛の飼養管理技術の確立」平成16年度
飼養試験設計会議（会場：東京水産試験場） 

８／11～12　高度化事業「クローン牛産子由来畜産物の
安全性に関する課題検討委員会」 

　　　　　　　　　　　　　　（会場：筑波　大会議室） 

所の動き（平成１６年６月～８月） 




